
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★☆★･････大切にしたい子どもの遊び ・・・・・プレーリーダー 松田秀太郎・・・★☆★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

開催日：水～日曜  １０時～１６時 

場 所：国際児童年記念公園こどもの森 （岡山市北区学南町３-６-１）             2012.12.20 発行 

手でふれる、さわって、もってみる 

 ２歳位の女の子が足元の木の板をじっと見ていました。

木の板は、男の子たちが落とし穴づくりに使った材料の

一部で、割れてしまった為、もういらないと地面に投げら

れていました。板は割れた為に、半分曲がっていて、見よ

うによっては、片づけて処分されそうな状態でした。 

 さて、その女の子は、木の板をじっと見たあと、どうした

でしょうか？ 

 しゃがみこんで、さわってみて、自分の目の高さまでもち

あげて、しばらく観察していました。「これは、なんだろ

う？」という声が聞こえてきそうでした。その後、木の板を

手からはなしお母さんのところへ行きました。 

 人は、子どもから大人まで楽しそう、おもしろそうを受信

するアンテナを持っています。小さな子どものアンテナは受

信感度に優れています。遊び場落とし穴づくりで盛り上

がっていた小学生の男の子たちの雰囲気に引き寄せら

れたのかもしれません。刺激があるんだと思います。何気

ない木の板も、魅力的なものに変化する。 

手づくりの遊び場『おかやまプレーパーク』をおもしろくす

る最大の要素は、子どもたちなんだと教えてくれました。 

毎日、子どもは、ふれる、さわる、もってみるを繰り返し

ています。これを『体験』や『遊ぶ』と言います。体験する

ことや遊ぶことは、何気ない日常の暮らしの中につまって

います。 

発行：特定非営利活動法人岡山市子どもセンター  〒701-0144 岡山市北区久米 348 
Tel 086-242-1810 (月～金、10～17時)   Fax 086-242-1830 

 E-mail＝kodomo-npo@mx91.tiki.ne.jp     URL＝http://www.kodomo-npo.jp/ 

 FB = http://www.facebook.com/Okayama.playpark   

赤い羽根「災害ボランティア･ＮＰＯ活動サポート基金」の助成を受け外遊びを通じた子育て支援事業を行っています。 

★交流サロン 毎月第２木曜日 11～15 時 / ★子育てサポート・支援 毎週金曜日 10～16 時 

毎日、子育てサポートスタッフがいます。声をかけてくださいね。 


